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定時株主総会
招集ご通知

2023年６月16日（金）午前10時
（受付開始時刻:９時30分）

日 時

ザ・キャピトルホテル東急
１階「鳳凰」
東京都千代田区永田町二丁目10番３号

※末尾記載の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。

場 所

第１号議案 剰余金の配当の件
第２号議案 �定款一部変更の件
第３号議案 �補欠監査役１名選任の件

決議事項
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株主の皆さまへ

株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上
げます。

当社グループは、2022年４月に「意志の力を最大化し、社会の善進を加速す
る。」というパーパスを制定しました。2023年３月期は、このパーパスに基づき、
「教育事業」「人材マッチング事業」及び「投資事業」を今後の成長を牽引するコア
事業として設定しました。今後、当社グループは、コア事業間の連携強化によりシ
ナジーを創出し、独自性のある強みを構築することで、企業価値の最大化を目指し
てまいります。

2024年３月期においては、コア事業の中でも「人材マッチング事業」の中期的
な成長に向けて、他事業にて創出される利益を基に先行投資を継続してまいりま
す。
また、資本効率の向上及び資金の最適な活用を図るため、継続的な事業投資と並

行した株主還元の拡充として、今月、配当方針の変更、記念配当の実施予定及び株
式分割の実施をお知らせいたしました。

株主の皆さまにおかれましては、これからも格別のご理解とご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。

2023年５月
代表取締役社長
兼 執 行 役 員 早川与規
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株 主 各 位
（証券コード2497）

2023年５月30日
（電子提供措置の開始日 2023年５月25日）
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東京都渋谷区渋谷一丁目２番５号

ユナイテッド株式会社
代表取締役社長
兼 執 行 役 員 早 川 与 規

第26回定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当社第26回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第26回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。
当社ウェブサイト
（https://united.jp/ir/library/meeting.html ）

また、上記のほか、電子提供措置事項は、東京証券取引所（東証）のウェブサイトでも電子提
供措置をとっております。以下の東証上場会社情報サービスにアクセスのうえ、「銘柄名（会社
名）」に「ユナイテッド」又は「コード」に「2497」（半角）を入力・検索し、「基本情報」、「縦
覧書類/PR情報」の順に選択して、ご確認いただけます。

東証上場会社情報サービス
（https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show）

なお、当日ご出席いただくほか、書面又はインターネットにより議決権を行使することができ
ますので、お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類及び「議決権行使のご案
内」をご参照のうえ、2023年６月15日（木曜日）午後６時までに議決権をご行使くださいます
ようお願い申し上げます。

敬 具
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記

１. 日 時 2023年６月16日（金曜日）午前10時（受付開始時間：午前９時30分）

２. 場 所 東京都千代田区永田町二丁目10番３号
ザ・キャピトルホテル東急 １階 「鳳凰」
（末尾記載の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

３. 目的事項 報告事項 １. 第26期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告、
連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結
果報告の件

２. 第26期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）計算書類報
告の件

決議事項 第１号議案 剰余金の配当の件
第２号議案 定款一部変更の件
第３号議案 補欠監査役１名選任の件

以 上
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【新型コロナウイルス対策について】
当日ご出席される株主様におかれましては、株主総会開催日時点での流行状況やご自身の体調をお確かめのう

え、ご来場賜りますようお願い申し上げます。なお、今後の状況により株主総会の運営に大きな変更が生ずる場
合には、別途その旨当社ホームページへの記載によってお知らせいたします。

【株主総会資料の電子提供制度の施行による発送物の変更について】
従前書面でお送りしていた株主総会資料（株主総会参考書類・事業報告・連結計算書類・計算書類・監査報

告）は、会社法改正による電子提供制度の施行に伴い、ウェブサイトに掲載して提供する方法に変更いたしまし
た。お手数ですが、本通知記載のURLにアクセスしてご確認くださいますようお願い申し上げます。
次回以降、書面での資料の送付を希望される株主様におかれましては、基準日（３月31日）までに書面交付請

求を行っていただきますようお願いいたします。書面交付請求の行使方法等につきましては、当社株主名簿管理
人又はお取引証券会社までお問い合わせ願います。

■当日ご出席の際には、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。
■株主総会当日の模様はライブ配信いたします。会場後方からの撮影とし、ご出席株主様の容姿は映さないように配慮いたします
が、やむを得ず映り込んでしまう場合がございます。あらかじめご了承ください。
■書面交付請求された株主様へご送付している書面には、法令及び当社定款第15条第２項の規定に基づき、下記の事項を記載して
おりません。従いまして、書面交付請求された株主様へご送付した書面は、監査報告を作成するに際し、監査役及び会計監査人が監
査をした対象書類の一部となっております。
・事業報告の業務の適正を確保するための体制及びその運用状況
・連結計算書類の連結注記表
・計算書類の個別注記表
■電子提供措置事項に修正が生じた場合は、修正後の内容をインターネット上の当社ウェブサイト及び東証上場会社情報サービスに
て掲載させていただきます。
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電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討いただき、以下のいずれかの方法により、
議決権をご行使くださいますようお願い申し上げます。

議決権行使についてのご案内

議決権行使のお取扱いに関するご注意
● 議決権行使書において、各議案につき賛否のご表示がない場合は、「賛」の表示があったものとして取り扱う

こととさせていただきます。
● 書面とインターネットにより二重に議決権を行使された場合は、インターネットによるものを有効な議決権行

使として取り扱わせていただきます。
● インターネット等により議決権を複数回行使された場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使として取

り扱わせていただきます。
● 議決権の不統一行使をされる場合には株主総会の３日前までに、議決権の不統一行使を行う旨とその理由を当

社にご通知ください。

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部（ヘルプデスク）

ふ0120-173-027
（受付時間 午前９時～午後９時、通話料無料）

議決権の行使システム等に
関するお問い合わせ

同封の議決権行使書用紙をご持
参いただき、会場受付にご提出
ください。

2023年６月16日（金曜日）
株主総会開催日時

株主総会へ出席

午前10時（受付開始：午前9時30分）

書面による議決権行使

同封の議決権行使書用紙に議
案に対する賛否をご表示いた
だき、議決権行使期限までに
当社株主名簿管理人に到着す
るようご返送ください。

2023年６月15日（木曜日）
議決権行使期限

午後６時到着分まで

インターネット等による議決権行使

次ページの案内に従って、各
議案の賛否をご入力ください。

2023年６月15日（木曜日）
議決権行使期限

詳細は次ページをご覧ください

午後６時まで

POST
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インターネット等による議決権行使のご案内
スマートフォンの場合
QRコードを読み取る方法

ログインID・仮パスワードを
入力する方法

2.以降は画面の案内に従って賛否を選択ください。

お手持ちのスマートフォンにて、同封の議決権行使書用紙副票
（右側）に記載の「ログイン用QRコード」を読み取る。

1.QRコードを読み取る

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

「ログイン用QRコード」を読み取りいただくことで、
「ログインID」及び「仮パスワード」が入力不要でロ
グインいただけます。

議決権行使書用紙副票（右側）

「ログイン用
QRコード」はこちら

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

2.�お手元の議決権行使書用紙の副票（右側）に記載さ
れた「ログインID」及び「仮パスワード」を入力

3.�「新しいパスワード」と「新しいパスワード（確認用）」
の両方に入力

「送信」をクリック

1.�議決権行使ウェブサイトにアクセスする

「次の画面へ」をクリック

「ログイン」をクリック

 ご注意
・毎日午前２時から午前５時までは取扱いを休止します。
・議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（インターネット接続料金、通信料金等）は、株主様のご負担となります。

！○
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ライブ配信及びご質問・ご意見事前受付のご案内

ライブ配信のご案内
第26回定時株主総会の模様を、ライブ配信いたします。

視聴方法

以下の株主専用ウェブサイトより、「ID」と「パスワード」をご入力の上、
ログインしてご覧ください。

株主専用ウェブサイト：
https://2497.ksoukai.jp

ID ：議決権行使書用紙に記載の株主番号（８桁の半角数字）
パスワード ：議決権行使書用紙に記載の郵便番号（７桁の半角数字）

ハイフンを入れずにご入力ください。

・ライブ配信は、会社法上の株主総会での会場ではございませんので、ライブ配信内での議決権行使はできません。あらか
じめ「議決権行使についてのご案内」に従い、議決権行使をお願い申し上げます。

・本バーチャル株主総会参加に要する通信機器類やインターネット接続料、通信費等の一切の費用は、株主様のご負担とさ
せていただきます。通信環境やシステム障害等により株主様が受けた不利益については、当社は一切責任を負いかねます
ので、ご了承ください。

・株主総会の配信画像の転用及び転載並びにログイン情報を第三者に伝えることを禁止いたします。
・万一何らかの事情により配信を行わない場合は、当社ホームページにてお知らせいたします。

ご質問事前受付のご案内

受付方法

インターネットを通じて株主の皆さまから株主総会に関するご質問をお受けいたしま
す。株主の皆さまのご関心の高い事項につきましては、株主総会で取り上げさせていた
だく予定です。
【受付方法】
・上記株主専用ウェブサイトより、「ID」と「パスワード」をご入力のうえ、ログイン
ください。

・株主専用ウェブサイトにて「事前質問を行う」ボタンを押してください。
・必要事項をご入力の上、「申し込む」ボタンを押してください。
※受付期間外に「事前質問を行う」より「申し込む」ボタンを押下されましても、期間
外である旨エラーが表示され、投稿がおこなえませんので、受付期間内でのお早めの
ご送信をお願いいたします。

※事前質問は、１回のご質問が300字以内、株主様お一人あたりのご質問が３回までの
制限がございます。

受付期間 2023年５月25日（木）午後４時から６月８日（木）午後６時

2023年05月15日 19時43分 $FOLDER; 8ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



8

本定時株主総会の招集ご通知の印刷書面*をご希望の場合、招集通知送付受付ウェブサイト
より以下のログインID、パスワードをご入力の上、お申込みください。
*書面交付請求をされた株主様にお送りしている内容と同様になります。

招集通知送付受付ウェブサイト
受付期間

お申込み方法

招集ご通知の書面をご希望する場合のお申込みについて

① 上記ウェブサイトにアクセスし、ログインID・パスワードを入力してログイン
② ログイン後、ご希望の送付先住所、氏名、メールアドレスを入力し、確認ボタンをクリック
③ ②で登録した内容がご入力いただいたメールアドレスに届きますので、確定用のURLをクリック
※メールで届く確定用のURLをクリックしないと登録完了になりませんので、必ずメールをご確認ください。
※登録内容に誤りがある場合には①からやり直してください。

④ 受付完了画面に目安となる納期が表示され、受付完了メールが届きます。
その後ご入力いただいた住所宛に書面が送付されます。

https://d.srdb.jp/2497/2306/

2023年５月30日（火）0時～2023年６月10日（土）23時59分まで

※一度お申込みいただいた場合、二回目以降の登録はできません。
※メールアドレスに誤りがあると登録確認のメールをお届けすることができません。

ご登録の際は必ずメールが受信できる正しいメールアドレスをご入力ください。
※迷惑メールフィルターなどで受信を制限されていると、登録内容確認用のメールを受信することができない場合があります。
「@srdb.jp」のドメインを受信可能な状態にしてください。

※ご提供いただきました情報は本件以外に使用することはございません。

ログインIDおよびパスワードについて

次回の株主総会以降も書面のご送付を希望される場合は、別途、証券会社または株主名簿管理人に
「書面交付請求」のお手続きをお申し出ください。

●ログインID

●パスワード

議決権行使書用紙に記載されている
「株主番号」

議決権行使書用紙に記載されている
「郵便番号（ハイフンなし）」

※３月末以降に住所変更のお届けをされている場合は、
３月末時点の登録ご住所の郵便番号をご入力ください。

2023年05月15日 19時43分 $FOLDER; 9ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



9

事業報告（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

1 企業集団の現況
（1）当連結会計年度の事業の状況
① 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の影響による経済活動の
制限が緩和されるなど回復の兆しをみせた一方、ロシアによるウクライナ侵攻やエネルギー価格の高騰に伴
う世界的なインフレの加速や、急激な為替の変動により、依然として先行きが不透明な状況が続いておりま
す。
当社グループは、2023年３月期より「意志の力を最大化し、社会の善進を加速する。」というパーパスを

制定しました。今後は、パーパスに基づき、DXプラットフォーム事業内の「教育事業」、「人材マッチング
事業」、及び「投資事業」を今後の成長をけん引するコア事業として設定いたしました。コア事業間での連
携を強化し、シナジーを創出することで、独自性のある強みを築き、企業価値の最大化を目指してまいりま
す。
具体的なコア事業間の取り組みとして、教育事業でデジタル人材を育成し、人材マッチング事業におい

て、育成したデジタル人材と投資事業における投資先スタートアップのマッチングを行うことで、投資先の
バリューアップを図ってまいりました。
また、㈱ココドル、イノープ㈱及びカソーク㈱の連結子会社化により、人材マッチング事業のポートフォ

リオ及び提供価値の拡大を行いました。
当連結会計年度の経営成績は、インベストメント事業及びアドテクノロジー事業が好調に推移したことに

より、売上高は13,140,387千円(前年同期比3.3％増)となり、営業利益は5,823,789千円(前年同期比1.5％
増)、経常利益は5,851,140千円(前年同期比1.6％増)、親会社株主に帰属する当期純利益は4,139,372千円
(前年同期比8.2％増)となりました。
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2,335

△382

第26期
（2023年３月期）

第26期
（2023年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第25期
（2022年３月期）

2,343

△406

売上高（百万円） セグメント利益（百万円）

第26期
（2023年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第26期
（2023年３月期）

6,580 6,2067,028 6,620

売上高（百万円） セグメント利益（百万円）

DXプラットフォーム事業
DXプラットフォーム事業は、オンライン

プログラミング教育事業を運営するキラメッ
クス㈱、アプリ・システム開発事業を運営す
る㈱ブリューアス、デザイナー特化型クラウ
ドソーシングサービスを運営する㈱リベイ
ス、複業人材サービスを運営する㈱ココド
ル、採用支援事業等を運営するイノープ㈱、
副業・転職マッチングプラットフォームを運
営するカソーク㈱及びユナイテッド㈱のDX
コンサルティング事業等により構成されてお
ります。
当連結会計年度は、㈱ココドル、イノープ㈱及びカソーク㈱の連結子会社化により、人材マッチング事業で領

域が拡大したことにより、売上高は2,343,135千円(前年同期比0.3％増)と増収となりました。一方、人材マッ
チング事業への先行投資やM&Aによりのれん償却費が増加した結果、セグメント損失は406,181千円(前年同期
はセグメント損失382,494千円)と減益となりました。

インベストメント事業
インベストメント事業は、シード/アーリ

ーステージを中心としたスタートアップ企業
への投資を行っております。

当連結会計年度は、投資先の営業投資有価証券を売却したこと等の影響により、売上高は7,028,514千円(前
年同期比6.8％増)、セグメント利益は6,620,363千円(前年同期比6.7％増)と増収増益となりました。
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第26期
（2023年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第26期
（2023年３月期）

917

453

961

477

売上高（百万円） セグメント利益（百万円）

第26期
（2023年３月期）

第26期
（2023年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第25期
（2022年３月期）

418

2,886 2,816

41

売上高（百万円） セグメント利益（百万円）

アドテクノロジー事業
アドテクノロジー事業は、ウェブ広告領域

において、SSP『adstir』、DSP『Bypass』、
アドネットワーク『HaiNa』を提供するユ
ナイテッドマーケティングテクノロジーズ㈱
により構成されています。

当連結会計年度は、特定業種での出稿量増加に伴い、売上高961,108千円(前年同期比4.7％増)、セグメント
利益は477,382千円(前年同期比5.3％増)と増収増益となりました。

コンテンツ事業
コンテンツ事業は、スマートフォン向けア

プリやウェブサイトを通した様々なサービス
を提供しており、フォッグ㈱、㈱インターナ
ショナルスポーツマーケティング、トレイス
㈱及びプラスユー㈱により構成されていま
す。

当連結会計年度は、『クラッシュフィーバー』の共同運営権持分の譲渡の影響により、売上高2,816,521千円
(前年同期比2.4％減)、セグメント利益は41,693千円(前年同期比90.0％減)と減収減益となりました。
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② 設備投資の状況
当連結会計年度中における重要な設備投資はありません。

③ 資金調達の状況
特記すべき事項はありません。

④ 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
特記すべき事項はありません。

⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況
当社の連結子会社であるカソーク㈱が、㈱ドゥーファから副業・転職マッチングプラットフォーム

『Kasooku』の事業譲受を行いました。

⑥ 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
特記すべき事項はありません。

⑦ 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
当社は、当連結会計年度において、㈱ココドル及びイノープ㈱の株式を取得して、連結子会社としまし

た。
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第23期
（2020年３月期）

第23期
（2020年３月期）

第23期
（2020年３月期）

第23期
（2020年３月期）

第23期
（2020年３月期）

第24期
（2021年３月期）

第24期
（2021年３月期）

第24期
（2021年３月期）

第24期
（2021年３月期）

第24期
（2021年３月期）

第26期
（2023年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第26期
（2023年３月期）

第26期
（2023年３月期）

第26期
（2023年３月期）

第26期
（2023年３月期）

20,911

5,111

1,403

33,592
26,53226,532

16,338 5,645 3,728

47,356
36,03436,034

12,714
5,757 3,825

38,701
30,28830,288

13,140 5,851 4,139

32,318
26,64726,647

売上高（百万円）

総資産（百万円） 純資産（百万円）

経常利益（百万円） 親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）

(2) 財産及び損益の状況の推移

区 分 第23期
（2020年３月期）

第24期
（2021年３月期）

第25期
（2022年３月期）

第26期
（当連結会計年度）
（2023年３月期）

売上高 (百万円) 20,911 16,338 12,714 13,140
経常利益 (百万円) 5,111 5,645 5,757 5,851
親会社株主に帰属する当期純利益 (百万円) 1,403 3,728 3,825 4,139
１株当たり当期純利益 (円) 62.45 168.07 181.26 209.33
総資産 (百万円) 33,592 47,356 38,701 32,318
純資産 (百万円) 26,532 36,034 30,288 26,647
１株当たり純資産額 (円) 1,177.41 1,638.03 1,490.61 1,351.31

（注）収益認識会計基準等を第25期の期首から適用しており、第25期以降については当該会計基準等を適用した後の数値となってお
ります。
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（3）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社との関係

会社名 資本金 当社に対する
議決権比率 主要な事業内容

デジタル・アドバタイジング・コン
ソーシアム㈱ 4,031百万円 52.3％

インターネット上の広告メディアを
取り扱うメディアレップとして、イ
ンターネットや商用オンライン・サ
ービス等のネットワーク上の広告及
び関連サービスを提供

D.A.コンソーシアムホールディング
ス㈱ 100百万円 52.3％

（52.3％）
インターネット広告ビジネスを運営
する子会社等の経営管理等

㈱博報堂ＤＹホールディングス 10,790百万円 52.3％
（52.3％）

広告主等に対しマーケティング・コ
ミュニケーションサービス全般の提
供を行う子会社の経営管理等

（注）１．デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム㈱は当社の普通株式を10,217,775株保有しております。また、「当社に対す
る議決権比率」欄の（ ）内は、間接所有分を記載しております。

２．当社と親会社との間に事業活動上の重要な取引はありません。
３．親会社と締結している重要な財務及び事業の方針に関する契約等の内容の概要

当社はデジタル・アドバタイジング・コンソーシアム㈱との間で、両社の事業上のシナジーを実現させ、両社の企業価値を
向上させることを目的として、資本・業務提携契約を締結しております。その概要は以下のとおりであります。
（1）人的関係

取締役候補者の一定数をデジタル・アドバタイジング・コンソーシアム㈱の推薦者とすることができます。
（2）事前承諾

一部の重要な意思決定事項についてはデジタル・アドバタイジング・コンソーシアム㈱の事前承諾を得るものとしま
す。

なお、当社としましては、独立性を持った社外取締役１名の選任などを通して、デジタル・アドバタイジング・コンソーシ
アム㈱との協力関係を保ちながらも、独立した経営判断及び事業活動を行う体制を整備しております。また、2023年３月
31日現在で、当社取締役８名のうち非業務執行取締役３名は、デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム㈱より選任し
ております。

② 重要な子会社の状況
会社名 資本金 議決権比率 主要な事業内容

キラメックス㈱ 10百万円 100.0％ オンラインプログラミング教育事業
ユナイテッドマーケティングテクノロジーズ㈱ 60百万円 100.0％ アドテクノロジー事業
プラスユー㈱ 10百万円 100.0％ コンテンツ事業
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（4）対処すべき課題
今後の対処すべき課題は以下のとおりです。

① 新規事業の成長及び新規投資の加速
市場の成熟、競争環境の高度化及び近年における生成AIの発展に代表される技術革新に伴う環境の変化を

とらえ、新たなサービスへの事業投資を継続していくこと、及び、新たな価値を提供するスタートアップ企
業への投資機会をタイムリーに捉えていくことが、当社グループの企業価値向上のための重要な課題である
と考えております。今後も、既存事業の成長に加え、新規事業の育成を行ってまいります。

② 人材育成・組織体制の強化
持続的な成長を実現するためには、人材育成及び組織体制の強化が重要な課題であると考えております。

そのため、社員のチャレンジ意欲を引き出す人事制度の導入や権限委譲の促進等の人材育成とそれを支える
組織体制の強化に取り組んでまいります。

③ グループ経営における効率的な経営資源の活用
当社は、2023年３月31日時点において、15社の連結子会社（事業会社13社及びファンド２社）と１社

の持分法適用会社（事業会社１社）を保有しております。グループ内各事業のシナジー効果を最大限発揮
し、グループ全体の事業成長を最大化させるために、効率的に経営資源の活用を行ってまいります。

④ 内部統制及びコンプライアンス体制の整備
当社グループは、急速な事業環境の変化に適応し、持続的な成長をしていくためには、内部統制及びコン

プライアンス体制の強化が重要な課題であると認識しております。財務報告の適正性の確保、情報セキュリ
ティの向上、個人情報の保護、リスク管理等の内部統制及びコンプライアンス体制につきまして、より実効
性の高い体制となるよう適宜見直し・改善を行い、強化を図ってまいります。
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（5）主要な事業内容（2023年３月31日現在）
事業区分 主要サービス

DXプラットフォーム事業
オンラインプログラミング教育事業、アプリ・システム開発事業、デザイ
ナー特化型クラウドソーシング事業、複業人材サービス事業、採用支援事
業、副業・転職マッチングプラットフォーム事業、DXコンサルティング
事業

インベストメント事業 シード・アーリーステージを中心としたスタートアップ企業への投資及び
ファンド運営

アドテクノロジー事業 SSP、DSP及びアドネットワークの提供

コンテンツ事業 スマートフォン向けアプリやウェブサイトを通した様々なサービス

（6）主要な営業所（2023年３月31日現在）
① 当 社

本社 東京都渋谷区

② 子会社
キラメックス㈱ 東京都渋谷区
ユナイテッドマーケティングテクノロジーズ㈱ 東京都渋谷区
プラスユー㈱ 東京都渋谷区
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（7）使用人の状況（2023年３月31日現在）
① 企業集団の使用人の状況

使用人数 前連結会計年度末比増減
266（56）名 ５名増（３名増）

（注）使用人数は就業人員であり、臨時従業員（アルバイト、契約社員、人材会社からの派遣を含む。）は、年間の平均人員を（ ）
内に外数で記載しております。

② 当社の使用人の状況
使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数

43（６）名 ―（１名減） 33.3歳 6.1年
（注）使用人数は就業人員であり、臨時従業員（アルバイト、契約社員、人材会社からの派遣を含む。）は、年間の平均人員を（ ）

内に外数で記載しております。

（8）主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）
借入先 借入額

㈱日本政策金融公庫 102百万円
㈱りそな銀行 100百万円

（9）その他企業集団の現況に関する重要な事項
当社の100％出資の連結子会社であるユナイテッドマーケティングテクノロジーズ㈱、トレイス㈱及びプ

ラスユー㈱が、組織運営体制の効率化等のため、2023年３月31日に合併契約を締結し、2023年６月１日
付で合併（ユナイテッドマーケティングテクノロジーズ㈱による吸収合併）する予定です。
また、当社の100％出資の連結子会社であるカソーク㈱及び㈱ココドルが、経営資源の一体化のため、

2023年３月31日に合併契約を締結し、2023年６月１日付で合併（カソーク㈱による吸収合併）する予定
です。
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2 会社の現況
（1）株式の状況（2023年３月31日現在）
① 発行可能株式総数 44,354,400株
② 発行済株式総数 20,206,345株（自己株式667,899株を含む）
③ 株主数 8,350名（前期比377名減）
④ 大株主（上位10名）

株主名 持株数 持株比率
デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム㈱ 10,217,775株 52.2％
早川 与規 588,454株 3.0％
竹内 壮司 400,000株 2.0％
㈱コーズベンチャーズ 350,000株 1.7％
野村證券㈱ 324,249株 1.6％
ＢＮＰ ＰＡＲＩＢＡＳ ＬＯＮＤＯＮ ＢＲ
ＡＮＣＨ ＦＯＲ ＰＲＩＭＥ ＢＲＯＫＥＲ
ＡＧＥ ＣＬＥＡＲＡＮＣＥ ＡＣＣ ＦＯＲ
ＴＨＩＲＤ ＰＡＲＴＹ

249,914株 1.2％

ＢＮＹ ＧＣＭ ＣＬＩＥＮＴ ＡＣＣＯＵＮ
Ｔ ＪＰＲＤ ＡＣ ＩＳＧ （ＦＥ－ＡＣ） 215,368株 1.1％
ＪＰ ＪＰＭＳＥ ＬＵＸ ＲＥ ＭＥＲＲＩ
ＬＬ ＬＹＮＣＨ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡ
Ｌ ＪＰ ＥＱ ＣＯ ２

211,626株 1.0％

田中 龍平 186,000株 0.9％
ＢＮＹＭＳＡＮＶ ＲＥ ＧＣＬＢ ＲＥ Ｊ
Ｐ ＲＤ ＬＭＧＣ 152,114株 0.7％

（注） 持株比率は、自己株式を控除し、小数点以下第２位を切り捨てて算出しております。

⑤ 当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況
取締役、その他の役員に交付した株式の区分別合計

役員区分 株式数 交付対象者数

取締役（社外取締役除く） 19,900株 ４名

社外取締役 －株 －名

監査役 －株 －名
（注）１．上記の株式数は譲渡制限付株式として交付された株式数であります。

２．上記の他、当社従業員に対して、譲渡制限付株式報酬制度に基づき、2,000株を譲渡制限付株式として交付しました。
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⑥ その他株式に関する重要な事項
当社は、2023年５月10日開催の取締役会において、2023年６月１日付で普通株式１株を２株に株式分

割することを決議いたしました。
これにより、当社の発行済株式の総数は40,412,690株となりました。
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（2）新株予約権等の状況
① 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況（2023年３月31日現在）

第20回新株予約権 第22回新株予約権 第23回新株予約権

決議年月日 2016年７月28日 2019年１月24日 2020年９月４日

新株予約権の数 1,138個 1,500個 650個

新株予約権の目的となる
株式の種類、内容及び数 普通株式 113,800株 普通株式 150,000株 普通株式 65,000株

新株予約権の払込金額 無償 無償 無償

新株予約権の行使時の払
込金額

新株予約権１個当たり
142,200円

（１株当たり 1,422円）

新株予約権１個当たり
163,000円

（１株当たり 1,630円）

新株予約権１個当たり
159,600円

（１株当たり 1,596円）

新株予約権の行使期間 2018年７月29日から
2026年７月27日まで

2022年１月25日から
2025年１月24日まで

2023年９月25日から
2026年９月24日まで

新株予約権の行使の条件 （注）

役
員
の
保
有
状
況

当社取締役
（社外取締役を除
く）

保有者数 ３名
保有数 600個
目的である
株式の数 60,000株

保有者数 ４名
保有数 900個
目的である
株式の数 90,000株

保有者数 １名
保有数 300個
目的である
株式の数 30,000株

社外取締役
保有者数 －名
保有数 －個
目的である
株式の数 －株

保有者数 －名
保有数 －個
目的である
株式の数 －株

保有者数 －名
保有数 －個
目的である
株式の数 －株

監査役
保有者数 －名
保有数 －個
目的である
株式の数 －株

保有者数 －名
保有数 －個
目的である
株式の数 －株

保有者数 －名
保有数 －個
目的である
株式の数 －株

（注）１．新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社又は当社関係会社の取締役、監査役、使用人又は顧問、アドバ
イザー、コンサルタントその他名目の如何を問わず会社との間で委任、請負等の継続的な契約関係にあることを要する。た
だし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取締役会が認めた場合は、この限りではない。

２．新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。
３．本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過することとなるときは、

当該本新株予約権の行使を行うことはできない。
４．各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。
５．当社取締役が保有している新株予約権には当社子会社取締役として付与されたものが含まれております。
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② 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
該当事項はありません。

③ その他新株予約権に関する重要な事項
該当事項はありません。
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（3）会社役員の状況
① 取締役及び監査役の状況（2023年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長
兼 執 行 役 員 早 川 与 規

インベストメント事業担当
ユナイテッドマーケティングテクノロジーズ㈱取締役
プラスユー㈱取締役

代 表 取 締 役
兼 執 行 役 員

金 子 陽 三
(戸籍名：藤澤陽三)

DXプラットフォーム事業担当
キラメックス㈱取締役

取 締 役
兼 執 行 役 員

山 下 優 司
(戸籍名：安喜優司) 経営管理本部長

取 締 役 樋 口 隆 広 キラメックス㈱代表取締役社長

取 締 役 田 中 雄 三 デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム㈱代表取締役
社長執行役員CEO兼CCO

取 締 役 島 田 雅 也 デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム㈱取締役会長
執行役員

取 締 役 徳 久 昭 彦
デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム㈱専務取締役
執行役員CMO
㈱博報堂ＤＹホールディングス執行役員
㈱博報堂ＤＹベンチャーズ代表取締役社長

取 締 役 石 本 忠 次 メンターキャピタル税理士法人総括代表社員
㈱メンターキャピタルFAS代表取締役

常 勤 監 査 役 山 﨑 滋 －

監 査 役 大 村 健 フォーサイト総合法律事務所代表パートナー

監 査 役 小 駒 望
(戸籍名：今岡 望) 小駒望公認会計士事務所代表
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（注）１．取締役石本忠次氏は、社外取締役であり、東京証券取引所に独立役員として届け出ております。
２．監査役大村健氏及び小駒望氏は社外監査役であり、東京証券取引所に独立役員として届け出ております。
３．監査役大村健氏は、弁護士として企業法務に関する専門的な知見を有するものであります。
４．監査役小駒望氏は、公認会計士として財務及び会計に関する専門的な知見を有するものであります。
５．取締役石本忠次氏が兼職している他の法人等と当社の間には、重要な関係はありません。
６．監査役大村健氏が兼職している他の法人等と当社の間には、重要な関係はありません。
７．監査役小駒望氏が兼職している他の法人等と当社の間には、重要な関係はありません。
８．当事業年度末日後に生じた取締役の担当の異動は、以下のとおりです。

氏 名
担当

異 動 年 月 日
異 動 前 異 動 後

金 子 陽 三
(戸籍名：藤澤陽三)

DXプラットフォーム事業
担当 人材マッチング事業担当 2023年４月１日

② 責任限定契約の内容の概要
当社と取締役（業務執行取締役等であるものを除く。）、社外取締役及び各監査役は、会社法第427条第１

項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基
づく損害賠償責任の限度額は、法令に定める最低責任限度額としております。

③ 補償契約の内容の概要
該当事項はありません。

④ 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険

者が負担することになるその職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けること
によって生ずることのある損害を当該保険契約により填補することとしております。ただし、意図的に違法
行為を行った役員自身の損害等は補償対象外とすることにより、役員等の職務の執行の適正性が損なわれな
いように措置を講じております。当該保険契約の被保険者は当社及び当社子会社の取締役、監査役、会計監
査人及び執行役員であり、すべての被保険者について、その保険料を全額当社が負担しております。
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⑤ 取締役及び監査役の報酬等の総額
ａ．取締役及び監査役の報酬等の総額等

区 分 報酬等の総額 基本報酬
の支給額

非金銭報酬等（譲渡
制限付株式報酬）

の支給額
支給人員

取 締 役
（うち社外取締役）

131百万円
（５百万円）

107百万円
（５百万円）

24百万円
（－百万円）

５名
（１名）

監 査 役
（うち社外監査役）

19百万円
（７百万円）

19百万円
（７百万円）

－百万円
（－百万円）

３名
（２名）

合 計
（うち社外役員）

150百万円
（12百万円）

126百万円
（12百万円）

24百万円
（－百万円）

８名
（３名）

（注）１．非金銭報酬等の支給額は、当事業年度において費用計上した金額を記載しております。
２．取締役の員数は、無報酬の取締役３名（うち社外取締役０名）を除いております。
３．当事業年度における取締役及び監査役の報酬等において、業績連動報酬等の支給及び非金銭報酬等としてのストック・オプ

ションの交付はございません。

ｂ．業績連動報酬等に関する事項
業績及び株価向上への意欲を高めるため、各事業年度の営業利益に応じた金銭報酬とし、業務執行取締役

の役割に応じた部門の営業利益が目標を上回りかつ会社業績に多大な好影響を与える特別な貢献が認められ
た場合にのみ、その貢献度合いに応じた額を賞与として支給しております。賞与を与える時期は毎年一定の
時期としています。
業績連動報酬等の額の算定方法は、営業利益を指標として取締役会で決定しております。
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ｃ．非金銭報酬等の内容
非金銭報酬等として取締役に対してストック・オプションを交付しております。当該ストック・オプショ

ンの内容及びその交付状況は、「２（2）新株予約権等の状況」に記載のとおりです。
また、当社は、取締役（社外取締役を除く。）による当社株式の保有の促進を通じて中長期的な企業価値

向上への貢献意欲を高めることを目的として、株式報酬制度を導入しており、毎年１回、取締役会決議を経
て、対象者に対し普通株式を用いた譲渡制限付株式の割当てを行います。当該株式報酬の内容は、普通株式
を用いた譲渡制限付株式の交付とし、譲渡制限解除は役員退任時を原則とします。なお、当該株式報酬の交
付状況は、「２（1）⑤当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況」に記載のとお
りです。

ｄ．取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
当社取締役の金銭報酬（基本報酬及び賞与）の額は、2012年12月６日開催の臨時株主総会において年額

500百万円以内（うち、社外取締役年額50百万円以内）と決議しております。当該臨時株主総会終結時点の
取締役の員数は７名（うち、社外取締役は５名）です。また、2017年６月23日開催の第20回定時株主総会
において、ストック・オプションについては年額200百万円以内（非業務執行取締役は除く）と決議してお
ります。当該定時株主総会終結時点の取締役（非業務執行取締役を除く）の員数は５名です。加えて、金銭
報酬の内枠で、2019年６月21日開催の第22回定時株主総会において、業績条件付譲渡制限株式については
年額150百万円以内、勤務条件付譲渡制限付株式については年額50百万円以内（いずれも社外取締役は除
く）と決議しております。当該定時株主総会終結時点の取締役（社外取締役を除く）の員数は７名です。
当社監査役の金銭報酬の額は、2012年12月６日開催の臨時株主総会において年額50百万円以内と決議し

ております。当該決議による定めに係る監査役の員数は３名です。

ｅ．取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針
(a) 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の決定方法

当社は、2021年２月25日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針
（以下「決定方針」）を以下のとおり定めております。
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(b) 決定方針の内容の概要
（ⅰ）基本方針

当社の取締役の報酬は、企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして十分に機能するよ
う株主利益と連動した報酬体系とし、個々の取締役の報酬の決定に際しては各職責を踏まえた適正
な水準とすることを基本方針とします。
具体的には、業務執行取締役の報酬は、基本報酬（金銭報酬）、業績連動報酬等（賞与）及び非

金銭報酬等（株式報酬）により構成し、監督機能を担う非業務執行取締役及び社外取締役について
は、その職務に鑑み、基本報酬のみを支払うこととします。

（ⅱ）基本報酬（金銭報酬）の個人別の報酬等の額の決定に関する方針（報酬等を与える時期又は条件
の決定に関する方針を含む。）
当社の取締役の基本報酬は、金銭による月例の固定報酬とし、その額は、各取締役の役割及び貢

献度並びに会社業績等を総合的に勘案して決定するものとします。

（ⅲ）業績連動報酬等並びに非金銭報酬等の内容及び額又は数の算定方法の決定に関する方針（報酬等
を与える時期又は条件の決定に関する方針を含む。）
業績連動報酬等は、業績及び株価向上への意欲を高めるため、各事業年度の営業利益に応じた金

銭報酬とし、業務執行取締役の役割に応じた部門の営業利益が目標を上回りかつ会社業績に多大な
好影響を与える特別な貢献が認められた場合にのみ、その貢献度合いに応じた額を賞与として支給
します。賞与を与える時期は毎年一定の時期とします。業績指標として営業利益を選定した理由
は、営業利益が業績と収益性を計測しうるものとして一般的に認められた指標であるためです。
非金銭報酬は、業績及び株価向上への意欲を高めるため、業績条件の付された「業績条件付譲渡

制限付株式」及び勤務条件の付された「勤務条件付譲渡制限付株式」の組み合わせによる株式報酬
とし、各取締役の役割及び貢献度、会社業績並びに株価の動向等を踏まえて株主総会において定め
る上限の範囲内で決定した個数を、それらの要素に照らして適宜付与を行うこととします。

（ⅳ）金銭報酬の額、業績連動報酬等の額又は非金銭報酬等の額の取締役の個人別の報酬等の額に対す
る割合の決定に関する方針
基本報酬、業績連動報酬等及び株式報酬の取締役個人別の支給割合の決定方針については、その

割合をあらかじめ定めることはしておりませんが、基本報酬による支給を原則としつつ、上記
（ⅲ）に定めた方法に従って業績連動報酬等及び非金銭報酬等の額が決定され、結果として、株主
と経営者の利害を共有し、企業価値の持続的な向上に寄与するために、最も適切な支給割合となる
ことを方針とします。
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（ⅴ）当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると取締役会が判断
した理由
取締役の個人別の報酬等の内容の決定にあたっては、基本報酬については、代表取締役が決定方

針との整合性を含めた多角的な検討を行っており、取締役会も基本的にその内容を尊重し決定方針
に沿うものであると判断しております。また、取締役会は、各取締役の職務の執行状況をモニタリ
ングすることで、基本報酬の妥当性を確認しております。
業績連動報酬等については、取締役会が決定方針との整合性を検討しております。

ｆ．取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
当事業年度においては、2022年６月16日の取締役会の委任決議に基づき代表取締役社長兼執行役員早川

与規が取締役の個人別の報酬額の具体的内容を決定しております。その権限の内容は、各取締役の基本報酬
の額であり、これらの権限を委任した理由は、当社全体の業績を俯瞰しつつ各取締役の担当事業の評価を行
うには代表取締役社長兼執行役員が最も適しているためであります。取締役会は、当該権限が代表取締役社
長兼執行役員によって適切に行使されるよう、監督しております。
また、非金銭報酬等（株式報酬）は、取締役会で取締役個人別の金額又は割当株式数等を決議しておりま

す。

⑥ 社外役員に関する事項

区 分 氏 名 当事業年度における主な活動状況及び社外取締役が果たすことが
期待される役割に関して行った職務の概要

取 締 役 石 本 忠 次
当事業年度に開催された取締役会13回のすべてに出席いたしま
した。出席した取締役会において、税理士としての財務に関す
る専門的な見識と企業経営に関する幅広い経験を活かし、適宜
発言を行っております。

区 分 氏 名 当事業年度における主な活動状況

監 査 役 大 村 健
当事業年度に開催された取締役会13回のすべてに、また、監査
役会18回のすべてに出席いたしました。出席した取締役会及び
監査役会において、弁護士としての企業法務に関する専門的な
見識から、適宜発言を行っております。

監 査 役 小 駒 望
(戸籍名：今岡 望)

当事業年度に開催された取締役会13回のすべてに、また、監査
役会18回のすべてに出席いたしました。出席した取締役会及び
監査役会において、公認会計士としての財務に関する専門的な
見識から適宜発言を行っております。

（注）重要な兼職の状況等につきましては「①取締役及び監査役の状況（2023年３月31日現在）」に記載のとおりです。
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（4）会計監査人の状況
① 名 称 監査法人アヴァンティア
② 報酬等の額

支払額
当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 24百万円
当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 24百万円

（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区
分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

③ 非監査業務の内容
特記すべき事項はありません。

④ 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合は、監査役

の全員の同意によって会計監査人を解任いたします。
また、監査役会は会計監査人の監査品質、監査実施の有効性及び効率等を勘案し、再任若しくは不再任の

検討を毎年行います。その結果、解任又は不再任が妥当と判断した場合には、監査役会は株主総会に提出す
る会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定することとしています。

⑤ 責任限定契約の内容の概要
当社と会計監査人は、当社定款第40条の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契

約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令に定める最低責任限度額としてお
ります。

⑥ 補償契約の内容の概要
該当事項はありません。

⑦ 子会社の監査に関する事項
特記すべき事項はありません。

⑧ 会計監査人の報酬等に監査役会が同意した理由
監査役会は、会計監査人との定期的な意見交換、情報交換を通じて、前期の監査実績を分析・評価し、会

計監査人から説明を受けた当事業年度の監査計画の内容、報酬見積りの算出根拠を精査した結果、会計監査
人の報酬等の額について同意いたしました。
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（5）業務の適正を確保するための体制及びその運用状況
① 業務の適正を確保するための体制

2006年４月27日開催の取締役会における、当社グループの取締役の職務の執行が法令及び定款に適合す
ることを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は、
以下のとおりであります。

ａ．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する体制
企業の経営理念の実現及び社会への貢献をするための普遍的事項を定めるコンプライアンス憲章に則り、

当社グループの役職員は職務の執行にあたりコンプライアンス憲章を行動規範として遵守するものとしま
す。
また、コンプライアンス体制の構築、整備、維持を図るため、内部監査室を設置し、社内業務の実施状況

の把握、業務執行における法令、定款及び社内規程等の遵守状況調査等を定期的に実施します。内部監査室
は調査結果を対象部門へ通知し、改善を求めるとともに代表取締役社長及び監査役会に対して適宜報告を行
うものとします。

ｂ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
株主総会議事録、取締役会議事録等の取締役の職務の執行に係る情報については、法令及び社内規程に基

づき、適切に保存及び管理するものとし、取締役及び監査役からの閲覧要請に迅速に対応できる管理体制を
維持します。
また、当社事業の会員登録情報等の個人情報については、当社が制定する「個人情報保護マネジメント・

システム」に基づき、個人情報に関する帳票、文書、データ等を保存及び管理します。

ｃ．損失の危険の管理に関する規程その他の体制
(a) 業務遂行にあたっては、各種社内規程において、業務遂行の手順を明確に定めることによりリスク発生

の防止に努めます。
(b) 当社グループのリスクを統括する部門は、当社経営管理本部とします。
(c) 当社グループの各会社は、それぞれ行う事業に付随するリスクを常時把握し、リスク対策の必要性の有

無の検討、リスク低減のための対策の実施、実施したリスク対策の評価・検証・改善等の状況を当社経
営管理本部へ報告するものとします。
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ｄ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
取締役の職務の執行が効率的に行われることの基礎として、定時取締役会を毎月１回開催するとともに、

必要に応じて機動的に臨時取締役会を開催し、迅速な経営上の意思決定を図り、取締役間の意思疎通を確保
するものとします。
また、取締役会の経営方針に基づき、経営に関する重要事項を検討・協議するとともに、重要な業務に関

する意思決定を行う会議体として常勤取締役会を置き、適宜開催します。さらに、執行役員制度を導入し、
各執行役員が取締役会の決定方針、監督の下に権限委譲を受けて業務執行を分担することにより、経営の効
率化を図るものとします。

ｅ．当社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
当社は、当社子会社を含め当社グループ全体における企業統治を行うこととし、当社グループのコンプラ

イアンス体制・リスク管理体制・内部統制システムの整備は、当社グループ全体を対象とします。また、当
社から子会社に役職員を派遣するものとし、各子会社の管掌役員は、子会社の業務及び取締役等の職務執行
状況を、当社の取締役会等重要な会議で報告するものとします。

ｆ．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する体制及び当該
使用人の取締役からの独立性に関する体制、及び監査役の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関す
る事項
監査役からその職務を補助すべき使用人を置くことを求められた場合、監査役と協議の上、必要に応じて

監査役スタッフを配置することとします。当該スタッフの人事異動、考課については、常勤監査役の事前の
同意を得た上で決定することで、取締役からの独立性を確保するものとします。また、当該スタッフは原則
専任とし、取締役、他の使用人の指示命令は受けないものとします。
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ｇ．取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制、当社子会社の取締役等及び使用人等から報告を受け
た者が監査役に報告をするための体制、報告をした者が当該報告を理由として不当な取扱いを受けないこ
とを確保する体制、その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
取締役は、監査役が出席する取締役会等の重要な会議において、職務執行の状況等について定期的に報告

を行います。また、当社及び子会社の取締役及び使用人等は、当社及び子会社の業務、業績に影響を与える
重要な事項が発生又は発生するおそれが判明した場合には、速やかに監査役に報告するものとします。
監査役は、当社及び子会社の取締役及び使用人等に対して、上記の報告事項その他業務執行の状況等につ

いて報告を求めることができるものとします。当社は、報告をした者が当該報告を理由として不利な取扱い
を行うことを禁止します。さらに、監査役は、会計監査人及びホットライン窓口と適宜必要な情報交換、意
見交換を行うなど連携を保ち、監査の充実を図ります。

ｈ．監査役の職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還の手続その他の費用又は債務の処理に係る方針
に関する事項
監査役から職務の執行について生ずる費用等の支払いを求められた場合、当社は当該費用が職務の執行に

必要でないと明らかに認められる場合を除き、速やかに支払うものとします。

ｉ．財務報告の信頼性と適正性を確保するための体制
財務報告の信頼性の確保及び金融商品取引法に定める内部統制報告書の有効かつ適切な提出のため、内部

統制システムを構築しています。また当該システムと金融商品取引法及びその他の関連法令等との適合性を
確保するために、その仕組みが適正に機能することを継続的に評価し、必要な是正を行うものとします。

ｊ．反社会的勢力排除に向けた体制
社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体とは、取引関係その他一切の関係を持たず、反社

会的勢力から不当な要求等を受けた場合には、組織全体として毅然とした姿勢をもって対応します。
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② 業務の適正を確保するための体制の運用状況
当事業年度における当社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりでありま

す。

ａ．取締役の職務執行
当事業年度においては取締役会を13回開催しました（いわゆる書面決議を除く）。取締役の内１名は社外

取締役、３名は親会社の取締役であり、意思決定の妥当性を高めております。当社各事業部及びグループ各
社の業績は、月次で取締役会、週次で当社執行役員を構成員とする執行役員会議に報告されています。

ｂ．コンプライアンス及びリスク管理
経営管理本部法務グループでは、当社グループの役職員への啓蒙活動として、当社コンプライアンス研修

及び新卒研修を実施しました。当社は各子会社に最低１名役職員を派遣しており、当該役職員の常勤取締役
会等における報告を通じて、各子会社の状況把握に努めております。

ｃ．内部監査
内部監査は代表取締役社長の直轄である内部監査室（２名）を設置しております。
当事業年度においては、作成した監査計画書に基づき、当社及び当社関係会社を対象に、会社の組織、制

度及び業務が経営方針及び諸規程に準拠し、効率的に運用されているかを検証、評価及び助言しました。監
査結果は代表取締役社長及び監査役会に報告するとともに、被監査部門へのフィードバックを実施しており
ます。
また、内部監査室は、常勤監査役とは月１回の定例会議で情報交換を行っております。内部監査室長は、

四半期に一度、監査役会に参加し、非常勤監査役含めた監査役への報告及び意見、情報交換を行っていま
す。
加えて、会計監査人とは随時情報交換を行っており、連携して監査活動の効率化及び質的向上に努めてお

ります。

ｄ．監査役会の監査
当事業年度においては監査役会を18回開催しました。監査役３名の内２名は社外監査役であり、監査の実

効性を高めております。
また、常勤監査役は取締役会のほか常勤取締役会や執行役員会議に出席し、経営状況等について報告を受

けております。
内部監査室とは毎月情報交換、意見交換を行い、監査報告を受けております。
加えて、会計監査人からは期首に監査計画の説明を受け、期末及び四半期ごとに、情報交換、意見交換を

行うと共に監査（レビュー）の報告を受けております。
会計監査人、内部監査室及び常勤監査役が出席する三様監査ミーティングを四半期ごとに開催し、情報交

換及び意見交換を行っております。
ホットライン窓口担当者からは適宜報告を受けております。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注）事業報告の記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結貸借対照表（2023年３月31日現在） （単位：千円）

科 目 金 額

資産の部
流動資産 27,891,871
現金及び預金 13,370,743
売掛金 1,061,233
営業投資有価証券 11,236,595
棚卸資産 30,397
デリバティブ債権 1,942,923
その他 271,640
貸倒引当金 △21,662
固定資産 4,426,483
有形固定資産 310,977
建物及び構築物 374,423
工具、器具及び備品 187,144
減価償却累計額 △250,590
無形固定資産 1,205,294
のれん 905,899
ソフトウエア 298,369
その他 1,025
投資その他の資産 2,910,211
投資有価証券 423,820
関係会社株式 30,798
デリバティブ債権 2,088,959
繰延税金資産 95,444
敷金及び保証金 234,840
その他 36,346

資産合計 32,318,354

科 目 金 額

負債の部
流動負債 2,777,664
買掛金 739,442
短期借入金 100,000
１年内返済予定の長期借入金 47,720
未払金 280,608
未払法人税等 1,201,741
その他 408,150
固定負債 2,893,641
長期借入金 54,900
繰延税金負債 2,838,741
負債合計 5,671,305
純資産の部
株主資本 19,670,789
資本金 2,923,019
資本剰余金 379,270
利益剰余金 17,437,075
自己株式 △1,068,576
その他の包括利益累計額 6,731,764
その他有価証券評価差額金 3,934,443
繰延ヘッジ損益 2,797,321
新株予約権 222,743
非支配株主持分 21,751
純資産合計 26,647,048

負債純資産合計 32,318,354
（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） （単位：千円）

科 目 金 額
売上高 13,140,387
売上原価 4,343,254
売上総利益 8,797,132
販売費及び一般管理費 2,973,343
営業利益 5,823,789
営業外収益
受取利息及び配当金 132
持分法による投資利益 26,182
未払配当金除斥益 3,252
消費税差額 2,378
その他 8,998 40,944

営業外費用
支払利息 2,050
為替差損 1,368
暗号資産評価損 3,957
譲渡制限付株式関連費用 3,646
支払手数料 1,589
その他 981 13,593

経常利益 5,851,140
特別利益
新株予約権戻入益 15,699
権利譲渡収入 350,000 365,699

特別損失
固定資産除却損 2,717
事務所移転費用 26,322
事業整理損 12,267
関係会社株式売却損 7,722 49,029

税金等調整前当期純利益 6,167,810
法人税、住民税及び事業税 2,034,711
法人税等調整額 △6,273 2,028,438

当期純利益 4,139,372
親会社株主に帰属する当期純利益 4,139,372
（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） （単位：千円）

株 主 資 本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,923,019 379,270 14,979,955 △983,344 17,298,901
当期変動額
剰余金の配当 △796,260 △796,260
親会社株主に帰属する当期純利益 4,139,372 4,139,372
自己株式の取得 △1,001,405 △1,001,405
自己株式の処分 △1,425 36,224 34,799
自己株式の消却 △879,948 879,948 －
利益剰余金から資本剰余金への振替 881,374 △881,374 －
持分法適用会社の減少に伴う利益剰余金減少高 △4,617 △4,617
株主資本以外の項目の当期変動額(純額)

当期変動額合計 － － 2,457,119 △85,231 2,371,888
当期末残高 2,923,019 379,270 17,437,075 △1,068,576 19,670,789
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（単位：千円）

その他の包括利益累計額
その他有価証券
評価差額金 繰延ヘッジ損益 その他の包括利益

累計額合計
当期首残高 9,601,720 3,163,747 12,765,468
当期変動額
剰余金の配当
親会社株主に帰属する当期純利益
自己株式の取得
自己株式の処分
自己株式の消却
利益剰余金から資本剰余金への振替
持分法適用会社の減少に伴う利益剰余金減少高
株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △5,667,277 △366,426 △6,033,704

当期変動額合計 △5,667,277 △366,426 △6,033,704
当期末残高 3,934,443 2,797,321 6,731,764
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（単位：千円）

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
当期首残高 224,154 － 30,288,524
当期変動額
剰余金の配当 △796,260
親会社株主に帰属する当期純利益 4,139,372
自己株式の取得 △1,001,405
自己株式の処分 34,799
自己株式の消却 －
利益剰余金から資本剰余金への振替 －
持分法適用会社の減少に伴う利益剰余金減少高 △4,617
株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △1,410 21,751 △6,013,363

当期変動額合計 △1,410 21,751 △3,641,475
当期末残高 222,743 21,751 26,647,048
（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

2023年05月15日 19時43分 $FOLDER; 38ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



38

連 結 注 記 表

（継続企業の前提に関する注記）
該当事項はありません。

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項
(1) 連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称

連結子会社の数 15社
主要な連結子会社の名称 キラメックス㈱

ユナイテッドマーケティングテクノロジーズ㈱
プラスユー㈱

(2) 非連結子会社の名称等
該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事項
(1) 持分法を適用した関連会社の数

持分法を適用した関連会社の数 １社

(2) 持分法を適用しない非連結子会社の名称等
該当事項はありません。

３．連結範囲の変更に関する事項
当連結会計年度において、株式取得により子会社化した㈱ココドル及びイノープ㈱並びに新規設立した

カソーク㈱等を連結の範囲に含めております。
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４．会計方針に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券
a．その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

b．投資事業組合への出資金
組合契約に規定される決算報告日に応じて、入手可能な最近の決算書を基礎とした損益帰属方式に

より取り込む方法によっております。
② 棚卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。
a．商品

移動平均法
b．仕掛品及び貯蔵品

個別法
③ デリバティブ

時価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産
a．建物及び構築物

定率法及び定額法
b．工具、器具及び備品

定率法
② 無形固定資産

定額法

(3) 重要な引当金の計上基準
貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

2023年05月15日 19時43分 $FOLDER; 40ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



40

(4) 重要な収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び

「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）（以下「収
益認識会計基準等」という。）を適用しており、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、
当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。
主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点については、「収益認識に関す

る注記」に記載のとおりであります。

(5) その他連結計算書類作成のための重要な事項
① 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。
② 外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して
おります。

③ 重要なヘッジ会計の方法
a．ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。
b．ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段・・・株式先渡契約
ヘッジ対象・・・営業投資有価証券

c．ヘッジ方針
ヘッジ対象に係る株価変動リスクをヘッジする目的で、将来売却予定の株式数の範囲内で行ってお

ります。
d．ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象の相場変動とヘッジ手段の相場変動を四半期ごとに比較し、両者の変動額等を基礎にし
て、ヘッジ有効性を評価しております。

④ のれんの償却方法及び償却期間
５年間で均等償却しております。
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（会計方針の変更）
時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時

価算定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27
－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわた
って適用することとしております。なお、これによる連結計算書類に与える影響はありません。

（会計上の見積りに関する注記）
１．のれんの評価

(1) 連結計算書類に計上した金額
当連結会計年度（千円）

のれん 905,899

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
のれんは取得による支配獲得時に、取得した当該事業により今後期待される超過収益力に関連して発

生しており、その効果の発現する期間を見積り、その期間で均等償却しております。
その資産性については、「固定資産の減損に係る会計基準」に従い、支配獲得時に識別した超過収益

力の評価も踏まえ、減損の兆候の有無を検討しております。減損の兆候を識別した場合には、将来の事
業計画を基礎に算定されたのれんの残存償却期間内の割引前将来キャッシュ・フローと帳簿価額を比較
して減損損失の認識の要否を判定しております。減損損失の認識が必要と判定された場合、のれんにつ
いては、回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として認識します。
割引前将来キャッシュ・フローの見積りの基礎となる事業計画等には、収益及び費用の予測について

重要な仮定が含まれております。
当該仮定について、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要となった場合、将来キャッ

シュ・フローや回収可能価額が減少した場合には、翌連結会計年度における連結計算書類に影響を与え
るおそれがあります。

２．新型コロナウイルス感染症が業績に与える影響
新型コロナウイルス感染症について、今後の広がり方や収束時期等を正確に予測することは困難な状況に

ありますが、当社グループの事業活動及び業績への影響は限定的であることから、当連結計算書類における
会計上の見積り及び仮定に与える重要な影響はありません。

2023年05月15日 19時43分 $FOLDER; 42ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



42

（連結貸借対照表に関する注記）
１．担保資産

デリバティブ取引の担保として、営業投資有価証券2,378,270千円を差し入れております。

２．売掛金のうち、顧客との契約から生じた債権の残高は、以下のとおりであります。
売掛金 1,061,233千円

３．流動負債の「その他」のうち、契約負債の残高は、以下のとおりであります。
契約負債 26,728千円

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１. 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末
普通株式（株） 20,756,345 － 550,000 20,206,345
(変動事由の概要)
減少数の内訳は、以下のとおりであります。
自己株式の消却による減少 550,000株

２. 自己株式に関する事項
株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式（株） 587,199 652,600 571,900 667,899
(変動事由の概要)
増加数の内訳は、以下のとおりであります。
自己株式の取得による増加 648,400株
譲渡制限付株式の無償取得による増加 4,150株
単元未満株式の買取による増加 50株

減少数の内訳は、以下のとおりであります。
自己株式の消却による減少 550,000株
自己株式の処分による減少 21,900株
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３．配当に関する事項
(1) 配当金支払額

決 議 株式の種類
配当金の
総額
(千円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日

2022年６月16日
定時株主総会 普通株式 403,382 20.0 2022年３月31日 2022年６月17日

2022年11月９日
取締役会 普通株式 392,877 20.0 2022年９月30日 2022年12月９日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決 議 株式の種類 配当の
原資

配当金の
総額
(千円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日

2023年６月16日
定時株主総会 普通株式 繰越利益

剰余金 449,384 23.0 2023年３月31日 2023年６月19日

（注）当社は、2023年６月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、上
記は当該株式分割前の１株当たり配当額で記載しております。

４. 当連結会計年度の末日における株式引受権に係る当該株式会社の株式の数
該当事項はありません。

５. 当連結会計年度の末日における当社が発行している新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないも
のを除く。）の目的となる株式の数

普通株式 263,800株
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（金融商品に関する注記）
１. 金融商品の状況に関する事項
(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、事業計画に照らして必要な運転資金を主に銀行借入によって調達しております。ま
た、一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用しております。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。また、営業投資有価証券及び投資有

価証券のうち上場株式は市場価格の変動リスクに、外貨建て有価証券は為替の変動リスクに晒されており
ます。
営業債務である買掛金は、おおむね１年以内の支払期日であります。また、その一部には、広告枠の仕

入に伴う外貨建てのものがあり、為替の変動リスクに晒されていますが、恒常的に同じ外貨建ての売掛金
残高の範囲内にあります。
借入金は、運転資金の調達を目的としたものであり、返済期限は決算日後最長で12年５か月後でありま

す。
デリバティブ取引については、株式取引の範囲内で将来の市場価格の相場変動によるリスク回避を目的

として行っております。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ会計の方法、ヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ
方針、ヘッジ有効性評価の方法については、前述の「連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
に関する注記等」「４. 会計方針に関する事項」「(5) その他連結計算書類作成のための重要な事項」「③
重要なヘッジ会計の方法」をご覧ください。
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(3) 金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社グループは、債権管理に関する社内規程に従い、営業債権について各事業部門が主要な取引先の
状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況の悪化等
による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
また、デリバティブ取引については、信用リスクを軽減するために、格付けの高い金融機関に限定し

て行っております。
当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の連結貸借対照

表価額により表されています。
② 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

当社グループは、営業投資有価証券及び投資有価証券のうち、上場株式については、定期的に時価や
発行体（取引先企業）の財務状況を把握するなどの管理を行っております。
また、デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限を定めた社内規程に従い、担当部署が取

引執行決定機関の承認を得て、実需の範囲内で行っております。デリバティブ取引の状況については、
定期的に担当役員に報告しております。

③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社グループは、当社経営管理本部が適時に資金繰り計画を作成・更新するとともに、手許流動性を

十分に確保することで、流動性リスクを管理しております。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額

が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採
用することにより、当該価額が変動することもあります。

2023年05月15日 19時43分 $FOLDER; 46ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



46

２. 金融商品の時価等に関する事項
2023年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、以下のとおりであ

ります。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めておりません（(注)を参照ください。）。また、現金
及び預金については、現金であること、及び預金が短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するもの
であることから、記載を省略しております。

（単位：千円）
連結貸借対照表

計上額 時価 差額

(1) 売掛金 1,061,233 1,061,233 －
(2) 営業投資有価証券

その他有価証券 5,819,503 5,819,503 －
(3) 投資有価証券

その他有価証券 218 218 －
(4) 長期貸付金(※１) 2,420 2,530 110
(5) 敷金及び保証金 234,840 189,543 △45,296

資産計 7,118,215 7,073,028 △45,186
(1) 買掛金 739,442 739,442 －
(2) 未払金 280,608 280,608 －
(3) 未払法人税等 1,201,741 1,201,741 －
(4) 短期借入金 100,000 100,000 －
(5) 長期借入金(※２) 102,620 101,315 △1,304

負債計 2,424,413 2,423,108 △1,304
デリバティブ取引(※３)
ヘッジ会計が適用されていないもの － － －
ヘッジ会計が適用されているもの 4,031,883 4,031,883 －

デリバティブ取引計 4,031,883 4,031,883 －
(※１)長期貸付金には、流動資産「その他」に含まれている１年内回収予定の金額も含めております。
(※２)長期借入金には、１年内返済予定の長期借入金とされている金額も含めております。
(※３)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務とな

る項目については、（ ）で示しております。
(※４)連結貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合等への出資は、「時価の算定に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年6月17日）第24－16項に定める取扱いに基づ
き、時価開示の対象としておりません。当連結会計年度末における当該金融商品の連結貸借対照表
計上額は1,588,228千円であります。
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(注) 市場価格のない株式等
連結貸借対照表計上額

(千円)
出資金 330
その他有価証券
営業投資有価証券に属するもの
非上場株式等 3,828,863
投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資 1,588,228

投資有価証券に属するもの
非上場株式等 423,602

合計 5,841,024
これらについては、金融商品の時価情報の「その他有価証券」には含めておりません。

３. 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定し

た時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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(1) 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
営業投資有価証券
その他有価証券 5,819,503 － － 5,819,503

投資有価証券
その他有価証券 218 － － 218

デリバティブ取引 － 4,031,883 － 4,031,883
資産計 5,819,721 4,031,883 － 9,851,605

(2) 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
売掛金 － 1,061,233 － 1,061,233
長期貸付金 － 2,530 － 2,530
敷金及び保証金 － 189,543 － 189,543

資産計 － 1,253,307 － 1,253,307
買掛金 － 739,442 － 739,442
未払金 － 280,608 － 280,608
未払法人税等 － 1,201,741 － 1,201,741
短期借入金 － 100,000 － 100,000
長期借入金 － 101,315 － 101,315

負債計 － 2,423,108 － 2,423,108
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（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
営業投資有価証券及び投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その

時価をレベル１の時価に分類しております。

デリバティブ取引
取引金融機関から提示された価格等及び当該取引における上場株式の相場価格を用いて評価してお

り、レベル２の時価に分類しております。

売掛金
これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに、債権額と満期までの期間及び信用リスクを

加味した利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期貸付金
長期貸付金の時価は、元利金の合計額と、当該債権の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基

に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

敷金及び保証金
これらの時価は、契約ごとに、その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切な指標の利率で割

り引いた現在価値で評価しており、レベル２の時価に分類しております。

買掛金、未払金、未払法人税等及び短期借入金
これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債務ごとに、その将来キャッシュ・フローと、返済期日

までの期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価
に分類しております。

長期借入金
長期借入金の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基

に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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（収益認識に関する注記）
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）
DXプラット
フォーム
事業

インベスト
メント事業

アドテクノ
ロジー事業

コンテンツ
事業 小計 調整額 計

顧客との契約
から生じる収
益

2,337,606 － 959,569 2,814,696 6,111,872 － 6,111,872

その他の収益 － 7,028,514 － － 7,028,514 － 7,028,514

外部顧客への
売上高 2,337,606 7,028,514 959,569 2,814,696 13,140,387 － 13,140,387

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

5,528 － 1,539 1,824 8,893 △8,893 －

売上高 合計 2,343,135 7,028,514 961,108 2,816,521 13,149,280 △8,893 13,140,387

２．収益を理解するための基礎となる情報
当社グループの主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点は以下のとおりで

あります。
(1) DXプラットフォーム事業
① オンラインブートキャンプ

オンラインブートキャンプの履行義務は、顧客である受講生に対して契約期間にわたりサービスを
提供することであります。
顧客にサービスが提供される時間の経過とともに履行義務が充足されるため、契約に基づくサービ

ス提供期間にわたり均等に収益を認識しております。

② その他サービス
その他サービス（システム開発、デザイン支援、研修、採用支援等）の履行義務は、顧客との間で

締結した契約に基づくサービスを提供することであります。
当該サービスは、作業の進捗に伴って顧客に成果が移転するため、当該履行義務の充足に係る進捗

度を見積もることにより、サービス提供期間にわたり収益を認識しております。なお、契約における
取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い場合及び一時点で
履行義務が充足される場合は、サービス提供が完了した時点において収益を認識しております。

2023年05月15日 19時43分 $FOLDER; 51ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



51

(2) インベストメント事業
インベストメント事業において、顧客との契約から生じる収益はありません。
インベストメント事業の売上には、当社が保有する株式等の売却収入や他社が運営するファンドの運

用益が含まれております。

(3) アドテクノロジー事業
アドテクノロジー事業の主な履行義務は、顧客からの依頼に基づいて広告をメディアへ出稿すること

であります。
メディアに広告出稿がなされた時点で、当社の履行義務が充足されることから、当該時点で収益及び

費用を認識しております。なお、当該事業は代理人としての性質が強いと判断されるため、当社が提供
するサービスに対する報酬として顧客から受領する対価から関連する費用を控除した純額を計上してお
ります。

(4) コンテンツ事業
① ゲーム及びウェブサービスにおけるアイテム等の販売

本サービスは、必要なアイテムの購入や特定のサービスを利用する際に課金する方式を取っている
ことから、主な履行義務は、サービス内で顧客がポイントを使用するごとにコンテンツを提供するこ
とであると判断しております。
そのため、ポイント使用又は失効により履行義務が充足されるものと判断し、当該ポイント使用時

又は失効時に収益を認識しております。
② メディア及びウェブサービスの運営

本サービスの主な履行義務は、当社グループが運営するメディアに顧客である広告配信事業者の広
告を掲載することであります。
顧客との契約に基づき、インプレッション課金型広告の場合にはユーザーに広告を表示した時点、

クリック課金型広告の場合はユーザーがクリックした時点で収益及び費用を認識しております。な
お、本サービスのうち、代理人としての性質が強いと判断されるものについては、当社が提供するサ
ービスに対する報酬として顧客から受領する対価から関連する費用を控除した純額を計上しておりま
す。

2023年05月15日 19時43分 $FOLDER; 52ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



52

③ コンテンツ制作等
本サービスの主な履行義務は、顧客との間で締結した契約に基づくサービスを提供することであり

ます。
当該サービスは、作業の進捗に伴って顧客に成果が移転するため、当該履行義務の充足に係る進捗

度を見積もることにより、サービス提供期間にわたり収益を認識しております。なお、契約における
取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い場合及び一時点で
履行義務が充足される場合は、サービス提供が完了した時点において収益を認識しております。

（１株当たり情報に関する注記）
１. １株当たりの純資産額 1,351円31銭
２. １株当たりの当期純利益金額 209円33銭
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（重要な後発事象に関する注記）
株式分割
当社は、2023年５月10日開催の取締役会において、株式の分割を決議いたしました。

１．株式分割の目的
株式の分割を行い、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることにより、株式の流動性を高

め、投資家の皆さまにより投資しやすい環境を整えるとともに、投資家層のさらなる拡大を図ること
を目的とするものです。

２．株式分割の概要
(1) 分割の方法
2023年５月31日最終の株主名簿に記録された株主の所有普通株式１株につき、２株の割合をもっ

て分割いたします。

(2) 分割により増加する株式数
株式分割前の発行済株式総数 20,206,345株
今回の分割により増加する株式数 20,206,345株
株式分割後の発行済株式総数 40,412,690株
株式分割後の発行可能株式総数 44,354,400株
なお、株式分割後の発行済株式総数は、2023年３月31日の発行済株式総数を基準として算出し

ており、それ以降の新株予約権の行使による発行済株式総数の増加は考慮しておりません。

(3) 分割の日程
基準日公告日 2023年５月16日
基準日 2023年５月31日
効力発生日 2023年６月１日

(4) １株当たり情報に及ぼす影響
当該株式分割が当連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下のとお

りであります。
１株当たり当期純利益金額 104.67円
潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額 104.65円
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３．その他
(1) 資本金の額の変更
今回の株式分割に際して、当社の資本金の額の変更はありません。

(2) 配当金について
今回の株式分割は、2023年６月１日を効力発生日としておりますので、配当基準日を2023年３月

31日とする2023年３月期の期末配当金につきましては、株式分割前の株式が対象となります。

（その他の注記）
該当事項はありません。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
(注) 連結計算書類の記載金額は、千円単位未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表（2023年３月31日現在） （単位：千円）

科 目 金 額

資産の部
流動資産 23,991,922
現金及び預金 10,462,654
売掛金 2,252
営業投資有価証券 11,268,018
棚卸資産 12,031
前払費用 105,228
デリバティブ債権 1,942,932
その他 198,807
貸倒引当金 △3
固定資産 5,516,779
有形固定資産 301,813
建物及び構築物 351,973
工具、器具及び備品 125,637
減価償却累計額 △169,514
減損損失累計額 △6,284
無形固定資産 161
その他 161
投資その他の資産 5,214,803
投資有価証券 423,820
関係会社株式 2,197,275
長期貸付金 605,000
デリバティブ債権 2,088,959
その他 269,747
貸倒引当金 △370,000

資産合計 29,508,702

科 目 金 額

負債の部
流動負債 1,146,257
未払金 132,540
未払費用 8,497
未払法人税等 997,010
預り金 7,510
その他 697
固定負債 2,779,834
繰延税金負債 2,779,834
負債合計 3,926,092
純資産の部
株主資本 18,628,101
資本金 2,923,019
資本剰余金 1,143,850
資本準備金 1,143,850
利益剰余金 15,629,807
利益準備金 39,958
その他利益剰余金 15,589,849
繰越利益剰余金 15,589,849

自己株式 △1,068,576
評価・換算差額等 6,731,764
その他有価証券評価差額金 3,934,443
繰延ヘッジ損益 2,797,321
新株予約権 222,743
純資産合計 25,582,609
負債純資産合計 29,508,702

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） （単位：千円）

科 目 金 額
売上高 7,072,008
売上原価 377,715
売上総利益 6,694,293
販売費及び一般管理費 1,161,825
営業利益 5,532,467
営業外収益
受取利息及び配当金 8,087
未払配当金除斥益 3,252
その他 1,099 12,439

営業外費用
支払手数料 1,589
譲渡制限付株式関連費用 3,646
その他 246 5,481

経常利益 5,539,424
特別利益
新株予約権戻入益 15,699 15,699

特別損失
固定資産除却損 2,717
事務所移転費用 21,260
関係会社株式評価損 59,999
貸倒引当金繰入額 70,000 153,977

税引前当期純利益 5,401,147
法人税、住民税及び事業税 1,693,050
法人税等調整額 △21,175 1,671,874

当期純利益 3,729,273
（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） （単位：千円）

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金 その他資本

剰余金 利益準備金

その他
利益剰余金

繰越利益
剰余金

当期首残高 2,923,019 1,143,850 － 39,958 13,538,211 △983,344 16,661,695

当期変動額

剰余金の配当 △796,260 △796,260

当期純利益 3,729,273 3,729,273

自己株式の取得 △1,001,405 △1,001,405

自己株式の処分 △1,425 36,224 34,799

自己株式の消却 △879,948 879,948 －
利益剰余金から資本剰余金への振替 881,374 △881,374 －
株主資本以外の項目の当期変動額(純額)

当期変動額合計 － － － － 2,051,637 △85,231 1,966,406

当期末残高 2,923,019 1,143,850 － 39,958 15,589,849 △1,068,576 18,628,101

評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金 繰延ヘッジ損益 評価・換算
差額等合計

当期首残高 9,601,720 3,163,747 12,765,468 224,154 29,651,318

当期変動額

剰余金の配当 △796,260

当期純利益 3,729,273

自己株式の取得 △1,001,405

自己株式の処分 34,799

自己株式の消却 －

利益剰余金から資本剰余金への振替 －

株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △5,667,277 △366,426 △6,033,704 △1,410 △6,035,114

当期変動額合計 △5,667,277 △366,426 △6,033,704 △1,410 △4,068,708

当期末残高 3,934,443 2,797,321 6,731,764 222,743 25,582,609
（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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個 別 注 記 表

（継続企業の前提に関する注記）
該当事項はありません。

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券
① 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法
② その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法
（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

③ 投資事業組合への出資金
組合契約に規定される決算報告日に応じて、入手可能な最近の決算書を基礎とした損益帰属方式によ

り取り込む方法によっております。

(2) 棚卸資産
評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。
仕掛品及び貯蔵品

個別法

(3) デリバティブ
時価法

２. 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産

定率法及び定額法

② 無形固定資産
定額法
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３. 引当金の計上基準
貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

４．収益及び費用の計上基準
当社は、収益認識会計基準等を適用しており、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。
主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点については、「収益認識に関する

注記」に記載のとおりであります。

５. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
(1) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお
ります。

(2) 重要なヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。
② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段・・・株式先渡契約
ヘッジ対象・・・営業投資有価証券

③ ヘッジ方針
ヘッジ対象に係る株価変動リスクをヘッジする目的で、将来売却予定の株式数の範囲内で行っており

ます。
④ ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象の相場変動とヘッジ手段の相場変動を四半期ごとに比較し、両者の変動額等を基礎にし
て、ヘッジ有効性を評価しております。

（会計方針の変更）
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時

価算定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２
項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって
適用することとしております。なお、これによる計算書類に与える影響はありません。
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（会計上の見積りに関する注記）
１．関係会社投融資の評価
(1) 計算書類に計上した金額

当事業年度（千円）

関係会社株式 2,197,275

その他（流動資産） 80,000

長期貸付金 605,000

貸倒引当金（固定資産） △370,000

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
市場価格のない関係会社株式は、取得価額をもって貸借対照表価額とし、当該関係会社の財政状態の悪化

により実質価額が著しく低下したと認められる場合には、回復可能性が十分な証拠によって裏付けられる場
合を除き、実質価額まで減損処理する方針としております。
また、関係会社の貸付金については、関係会社の財政状態等に応じて回収不能見込額を貸倒引当金として

計上する方針としております。
関係会社投融資の評価にあたっては、対象会社ごとに取得可能な財務情報、将来の事業計画、事業環境等

を基礎として回復可能性を見積もっております。
回復可能性の判定に用いた事業計画は、過去の経営成績の実情を勘案した一定の売上高成長率及び営業利

益率を基礎としており、これらの仮定には、将来の事業環境の予測が含まれていることから、事業計画と実
績に乖離が生じた場合には、翌事業年度における投融資の評価金額に重要な影響を与える可能性がありま
す。

２．新型コロナウイルス感染症が業績に与える影響
新型コロナウイルス感染症について、今後の広がり方や収束時期等を正確に予測することは困難な状況にあ

りますが、当社の事業活動及び業績への影響は限定的であることから、当計算書類における会計上の見積り及
び仮定に与える重要な影響はありません。

（貸借対照表に関する注記）
１．担保資産

デリバティブ取引の担保として、営業投資有価証券2,378,270千円を差し入れております。
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２．関係会社に対する債務保証
(1) 下記の会社の金融機関からの借入金に対して、以下のとおり保証を行っております。

㈱インターナショナルスポーツマーケティング 100,000千円

(2) 下記の会社の取引先との債務に対して、以下のとおり保証を行っております。
㈱ココドル 1,794千円
イノープ㈱ 1,565千円
カソーク㈱ 1,506千円
フォッグ㈱ 1,238千円
㈱リベイス 563千円
ユナイテッドマーケティングテクノロジーズ㈱ 278千円
プラスユー㈱ 33千円

３．関係会社に対する金銭債権又は金銭債務
区分表示されたもの以外で当該関係会社に対する金銭債権又は金銭債務の金額は、以下のとおりでありま

す。
関係会社に対する短期金銭債権
関係会社に対する長期金銭債権
関係会社に対する短期金銭債務

154,902千円
671,000千円
11,101千円

（損益計算書に関する注記）
関係会社との営業取引及び営業取引以外の取引の取引高の総額
営業取引（収入分） 405,827千円
営業取引（支出分） 16,067千円
営業取引以外の取引（収入分） 7,982千円
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（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末
普通株式（株） 587,199 652,600 571,900 667,899
(変動事由の概要)
増加数の内訳は、以下のとおりであります。
自己株式の取得による増加 648,400株
譲渡制限付株式の無償取得による増加 4,150株
単元未満株式の買取による増加 50株

減少数の内訳は、以下のとおりであります。
自己株式の消却による減少 550,000株
自己株式の処分による減少 21,900株
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（税効果会計に関する注記）
１. 繰延税金資産の発生の主な原因の内訳

未払事業税 50,136千円
減価償却費 5,286千円
営業投資有価証券 148,638千円
投資有価証券 31,318千円
子会社株式 193,292千円
貸倒引当金 113,295千円
その他 25,394千円

繰延税金資産小計 567,362千円
将来減算一時差異の
合計額にかかる評価性引当額 △374,523千円

繰延税金資産合計 192,839千円
繰延税金負債との相殺額 △192,839千円
繰延税金資産の純額 ー千円

２. 繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
その他有価証券評価差額金 2,972,673千円

繰延税金負債合計 2,972,673千円
繰延税金資産との相殺額 △192,839千円
繰延税金負債の純額 2,779,834千円
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（関連当事者との取引に関する注記）

種類 会社等の名称
又は氏名

事業の内容
又は職業

議決権等の所有
(被所有)割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(千円) 科目 期末残高
(千円)

役員 早川与規 当社
代表取締役

(被所有)
直接 3.0％

当社
代表取締役

金銭報酬債
権の現物出
資(注)

9,851 － －

役員
金子陽三
(戸籍名：
藤澤陽三)

当社
代表取締役

(被所有)
直接 0.4％

当社
代表取締役

金銭報酬債
権の現物出
資(注)

9,851 － －

役員
山下優司
(戸籍名：
安喜優司)

当社取締役 (被所有)
直接 0.0％ 当社取締役

金銭報酬債
権の現物出
資(注)

6,991 － －

役員 樋口隆広 当社取締役 (被所有)
直接 0.0％ 当社取締役

金銭報酬債
権の現物出
資(注)

4,925 － －

（注）譲渡制限付株式報酬制度に伴う、金銭報酬債権の現物出資によるものであります。

（収益認識に関する注記）
当社の主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点は以下のとおりであります。
(1) DXプラットフォーム事業

研修・コンサルティングサービスの履行義務は、顧客との間で締結した契約に基づくサービスを提
供することであります。
当該サービスは、作業の進捗に伴って顧客に成果が移転するため、当該履行義務の充足に係る進捗

度を見積もることにより、サービス提供期間にわたり収益を認識しております。なお、契約における
取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い場合及び一時点で
履行義務が充足される場合は、サービス提供が完了した時点において収益を認識しております。

(2) インベストメント事業
インベストメント事業において、顧客との契約から生じる収益はありません。
インベストメント事業の売上には、当社が保有する株式等の売却収入や他社が運営するファンドの運

用益が含まれております。
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（１株当たり情報に関する注記）
１. １株当たりの純資産額 1,297円95銭
２. １株当たりの当期純利益金額 188円59銭

（重要な後発事象に関する注記）
株式分割
当社は、2023年５月10日開催の取締役会において、株式の分割を決議いたしました。

１．株式分割の目的
株式の分割を行い、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることにより、株式の流動性を高

め、投資家の皆さまにより投資しやすい環境を整えるとともに、投資家層のさらなる拡大を図ること
を目的とするものです。

２．株式分割の概要
(1) 分割の方法
2023年５月31日最終の株主名簿に記録された株主の所有普通株式１株につき、２株の割合をもっ

て分割いたします。

(2) 分割により増加する株式数
株式分割前の発行済株式総数 20,206,345株
今回の分割により増加する株式数 20,206,345株
株式分割後の発行済株式総数 40,412,690株
株式分割後の発行可能株式総数 44,354,400株
なお、株式分割後の発行済株式総数は、2023年３月31日の発行済株式総数を基準として算出し

ており、それ以降の新株予約権の行使による発行済株式総数の増加は考慮しておりません。

(3) 分割の日程
基準日公告日 2023年５月16日
基準日 2023年５月31日
効力発生日 2023年６月１日
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(4) １株当たり情報に及ぼす影響
当該株式分割が当事業年度の期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下のとおりで

あります。
１株当たり当期純利益金額 94.30円
潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額 94.28円

３．その他
(1) 資本金の額の変更
今回の株式分割に際して、当社の資本金の額の変更はありません。

(2) 配当金について
今回の株式分割は、2023年６月１日を効力発生日としておりますので、配当基準日を2023年３月

31日とする2023年３月期の期末配当金につきましては、株式分割前の株式が対象となります。

（その他の注記）
該当事項はありません。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
(注) 計算書類の記載金額は、千円単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2023年５月11日
ユナイテッド株式会社
取 締 役 会 御 中

監査法人アヴァンティア
東京都千代田区
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 木 村 直 人
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 吉 田 武 史

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ユナイテッド株式会社の2022年４月１日から2023年３月31

日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連
結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ユナ
イテッド株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要
な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における
職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を
果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること

にある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の
執行を監視することにある。

当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記
載内容に対して意見を表明するものではない。

連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内
容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、その
ような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す
ることが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために
経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかど
うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する
必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示

がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明する
ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の
意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし
ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続
を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切
な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク
評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及
び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基
づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか
結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記
事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書
類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証
拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している
かどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎とな
る取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を
入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査
意見に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の
重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上
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計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2023年５月11日
ユナイテッド株式会社
取 締 役 会 御 中

監査法人アヴァンティア
東京都千代田区
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 木 村 直 人
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 吉 田 武 史

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ユナイテッド株式会社の2022年４月１日

から2023年３月31日までの第26期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等
変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ
の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は

その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その

他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する

ことにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応
した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部
統制を検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積
りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実
性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監
査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類
等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計
算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し

た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守

したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減
するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査役会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第26期事業年度の取締役の職務の執行に関
して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いた
します。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、

取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査計画等に従い、インターネット等を経由した手段も活用しながら、
取締役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めると
ともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしまし
た。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要
に応じて子会社から事業の報告を受けました。
② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体
制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして
会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該
決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築
及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。
なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等及び監査法人アヴァンティアから当該内部統制
の評価及び監査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、
会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各
号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って
整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。なお、監査上の主要な検討事項につ
いては、監査法人アヴァンティアと協議を行うとともに、その監査の状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認め
ます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、財務報告に係る内部統制も含
め、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人監査法人アヴァンティアの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人監査法人アヴァンティアの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年５月15日

ユナイテッド株式会社 監査役会

常勤監査役 山 﨑 滋 ㊞
社外監査役 大 村 健 ㊞
社外監査役 小 駒 望 ㊞

(戸籍名:今岡 望)

以 上
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議案及び参考事項
第１号議案 剰余金の配当の件
当期の期末配当につきましては、当期の業績及び連結での配当性向を20％とする方針を勘案しまして、以下の

とおりといたしたいと存じます。

（1）配当財産の種類
金銭といたします。

（2）株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき23円 総額449,384,258円
なお、中間配当金として１株につき20円をお支払いしておりますので、当期の年間配当金は、１株当たり

43円となります。

（3）剰余金の配当が効力を生じる日
2023年６月19日
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第２号議案 定款一部変更の件

（1）提案の理由
当社は、2023年5月10日付「株式の分割及び株式分割に伴う定款の一部変更に関するお知らせ」にてお知ら

せしましたとおり、2023年６月１日を効力発生日として株式の分割を行います。分割後の株数は現在の発行可
能株式総数に近い株数となりますので、今後の新株発行の需要に備えるため、現行定款第６条（発行可能株式総
数）を変更するものであります。

（2）変更の内容

変更の内容は以下のとおりであります。
（下線は変更部分を示します。）

現行定款 変更案

（発行可能株式総数）
第６条 当会社の発行可能株式総数は、

44,354,400株とする。

（発行可能株式総数）
第６条 当会社の発行可能株式総数は、

161,650,760株とする。
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第３号議案 補欠監査役１名選任の件
2022年６月16日開催の第25回定時株主総会において補欠監査役に選任されました春山修平氏の選任の効力

は、本総会の開始の時までとなっておりますので、改めて、法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に
備え、あらかじめ補欠監査役１名の選任をお願いするものであります。
本議案の提出につきましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役として就任した場合、その任期は前任者の残任期間とします。
決議の効力は次回定時株主総会開始の時までとします。
補欠監査役候補者は、以下のとおりであります。

はる やま しゅう へい

春山 修平 （1983年７月20日生） 所有する当社の株式数 －株

略歴、当社における地位
2009年12月 弁護士登録（東京弁護士会）
2011年１ 月 フォーサイト総合法律事務所参画
2021年４ 月 同事務所パートナー弁護士就任（現任）

㈱grabss社外監査役就任（現任）
重要な兼職の状況
フォーサイト総合法律事務所パートナー
（注）１．補欠の監査役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２．春山修平氏は、補欠の社外監査役候補者であります。
３．補欠の社外監査役候補者に関する特記事項は下記のとおりであります。
（1）補欠の社外監査役候補者の選任理由

春山修平氏は弁護士として企業法務に関する専門的な見識を有していることから、社外監査役としての職務を適切に遂行
することができるものと判断しております。
なお、春山修平氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、弁護士としての法律に関する専門的な知識・経験
等を活用して業務執行の監督をすることが期待できるため、社外監査役としての職務を適切に遂行いただけるものと判断
しております。

（2）春山修平氏は、当社の業務執行者であったことはありません。
（3）春山修平氏は、当社の特定関係事業者の業務執行者又は役員ではなく、また過去10年間に当社の特定関係事業者の業務執

行者であったこともありません。
（4）春山修平氏は、当社の特定関係事業者から多額の金銭その他の財産を受ける予定はなく、また過去２年間に受けていたこ

ともありません。
（5）春山修平氏は、当社の特定関係事業者の業務執行者又は役員の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずるものではあ

りません。
（6）当社は、補欠の社外監査役候補者である春山修平氏が社外監査役に就任した場合、定款第36条の規定に基づき、春山修平

氏との間において、会社法第423条第１項に定める賠償責任の限度額を、法令に定める最低責任限度額とする契約を締結
する予定であります。

（7）当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者が負担するこ
とになるその職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損
害を当該保険契約により填補することとしております。ただし、意図的に違法行為を行った役員自身の損害等は補償対象
外とすることにより、役員等の職務の執行の適正性が損なわれないように措置を講じております。補欠の社外監査役候補
者が社外監査役に就任した場合、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、次回更新時には同内容で
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の更新を予定しております。
（8）当社は補欠の社外監査役候補者である春山修平氏が社外監査役に就任した場合には、同氏を、東京証券取引所に対し、独

立役員として届け出る予定であります。
以 上
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246号（青山通り）

首都高速4号新宿線

ザ・キャピトルホテル東急

赤坂見附赤坂見附

内閣府下内閣府下

国会正門前国会正門前 国会前国会前
衆議院会館前衆議院会館前

溜池溜池

国会図書館

日枝神社
赤坂Bizタワー

赤坂サカス

赤坂
エクセルホテル
東急

プルデンシャル
タワー

山王パークタワー

国会議事堂

千代田線

銀座線

丸ノ内線

首相官邸

皇居

外
堀
通
り

内
堀
通
り

首都高速都心環状線国会議事堂前駅
溜
池
山
王
駅

6番出口

南
北
線

ユニバーサルデザイン
（UD）の考えに基づい
た見やすいデザインの
文字を採用しています。

ユナイテッド株式会社
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷一丁目２番５号 MFPR渋谷ビル

株主総会会場ご案内図

会場 ザ・キャピトルホテル東急 １階「鳳凰」
東京都千代田区永田町二丁目10番３号 ☎ 03-3503-0109

※駐車場の用意はしておりませんので、お車でのご来場はご遠慮くださいますようお願い申し上げます。

交通のご案内 東京メトロ 丸ノ内線は千代田線ホーム経由
銀座線は南北線ホーム経由

千代田線･丸ノ内線 国会議事堂前駅 6番出口 地下直結東京メトロ 南北線･銀座線 溜池山王駅
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